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湖北地域労働者福祉協議会

　当会では、各事業団体と連携
し、加盟組織労働者とその家族
のための福利厚生関連事業や地
域貢献活動を展開しています。
各種活動を通じて、湖北地域で
働く仲間とその家族、地域の方々
との交流を深めるとともに、地
域の繋がりを広げることに努め
ています。

 今号の表紙
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　市民の皆さま方には、日頃より本市議会に対しまして、ご理解とご協力を賜り心より感謝申し
あげます。
　この度、令和 5 年長浜市議会定例会招集議会におきまして、議長及び副議長に就任いたしました。
身に余る光栄でありますとともに、この重責を果たすため、渾身の努力を傾注してまいりたいと
考えております。
　二元代表制の一翼を担う本市議会といたしましては、議会基本条例の趣旨に基づき、市民の皆
さまの声を市政に反映するとともに、議会に求められる役割が果たせるよう、執行機関とは緊張
感を持って議会運営に取り組む所存です。また、本市の多岐にわたる課題に対し、将来を見据え
た取組を推進していくため、政策提案機能の向上に努めてまいります。
　今後も、皆さまからの負託に応えられるよう、誠心誠意努力してまいりますので、ご支援とご
協力をよろしくお願いいたします。

議長・副議長就任あいさつ

役 員 等 一 覧 表

議  長
中川　　勇

副議長
千田　貞之

議会運営委員会　  ８名
委員長 中川リョウ 伊藤喜久雄 大橋延行 加納義之 竹本直隆 藤井　登

副委員長 髙山　亨 松本長治

予算常任委員会　 20 名
委員長 竹本直隆

（議長を除く全議員）
副委員長 多賀修平

広報広聴委員会　 12 名
委員長 岩川信子 大橋延行 押谷正春 鬼頭明男 千田貞之 多賀修平

副委員長 村山さおり 田中真浩 中川リョウ 橋本典子 鋒山紀子 矢守昭男

長浜水道企業団議会議員 ９名
伊藤喜久雄 押谷正春 多賀修平 髙山　亨 竹本直隆 田中真浩

中川　勇 藤井　登 村山さおり

湖 北 広 域 行 政 事 務
セ ン タ ー 議 会 議 員 12名

岩川信子 大橋延行 加納義之 鬼頭明男 杉本英一 千田貞之

竹本直隆 中川　勇 中川リョウ 鋒山紀子 松本長治 矢守昭男

湖 北 地 域 消 防
組 合 議 会 議 員 12名

大橋延行 押谷正春 加納義之 北川陽大 千田貞之 髙山　亨

田中真浩 中川　勇 橋本典子 藤井　登 松本長治 矢守昭男

長 浜・ 米 原 市 議 会
連 絡 協 議 会 委 員 ８名

伊藤喜久雄 大橋延行 千田貞之 竹本直隆 中川　勇 中川リョウ

橋本典子 松本長治

敦 賀・ 長 浜・ 高 島 三
市 議 会 協 議 会 委 員 ７名

中川　勇 千田貞之 中川リョウ 鋒山紀子 藤井　登 鬼頭明男

竹本直隆

新役員が決まりました

令和５年招集議会
８月８日

　※ 議長は公平性の観点から常任委員会には属しません。
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総務教育常任委員会　委員長　鋒山紀子

健康福祉常任委員会　委員長　藤井　登

産業建設常任委員会　委員長　鬼頭明男

　常任委員会の要とも言える当委員

会の委員長を担わせていただくこと

になりました。しっかりと努めてま

いります。

　また、８月に当委員会が実施いた

しました、「女性活躍の推進について」

のアンケートにご協力ありがとうございました。

　人口減少等、緊縮財政を余儀なくされる中、公共施設適

正配置、学校教育の充実等課題山積ですが、誰もが輝ける

長浜市をめざし市民の声を反映させた、政策提言ができる

委員会となるよう努めてまいります。

　健康福祉常任委員長に就任いたし

ました。身の引き締まる思いで、こ

の１年間務めさせていただきます。

　さて、病院再編をはじめ難題が山

積しています。課題一つひとつに真

摯に向き合い、関係機関と連携して

健康福祉施策の改善・実行に努めます。

　市民の皆さまのお声が委員会の原動力であり、安心・安

全な社会の構築を使命に進めてまいります。皆さまと共に

歩み、健康福祉の向上に全力を尽くす覚悟です。どうぞよ

ろしくお願いいたします。

　産業建設常任委員会の所轄事項は、

産業観光部、都市建設部、農業委員

会で、長浜のまちづくり、産業・観

光経済などを審議する委員会となっ

ています。

　未だ、物価高の影響が市民の皆さ

んの生活に直撃し、苦難が続いています。市民の皆さんが

“今”を、そして“これから”を安心安全に過ごせることを

一番に考え、市民の皆さんのご意見等の声を聞き、議論、

審議、調査、政策提案などを行い、委員会としての役割を

務めてまいります。

北川陽大

加納義之

田中真浩

副委員長
髙山　亨

副委員長
村山さおり

大橋延行

伊藤喜久雄

千田貞之

松本長治

竹本直隆

中川リョウ

押谷正春

岩川信子

多賀修平

橋本典子

矢守昭男

令和５年招集議会
８月８日

政策提言ができる委員会に

市民の皆さまに寄り添う委員会に

安心安全な暮らしのために

副委員長
杉本英一
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令和４年度　歳入歳出決算を審査しました

　審査過程における主な質疑応答や意見

　特に付言すべきとされた事項はありませんでしたが、決算審査の過程における意見、指摘、要望等

を真摯に受け止め、今後の予算編成及び予算執行、並びに行政運営に生かされるよう求めました。

Q１　�６次産業化推進事業費については、小谷城スマート IC周辺への販路を持つ企業誘致や、環境負

荷の低減につながる有機農業による農産物の生産拡大の支援について、道筋は見えているのか。

A１　�トマトに関しては販路を持つ企業と連携し、生産面積や生産者も年々増加し促進できましたが、

それ以外の作物については、今後販路を持つ企業との連携について検討していきます。

意見　�生産者の所得向上の施策を進めるとともに、企業誘致を進めてほしい。

Q２　�ふるさと寄付金のうちで、文化芸術振興基金へ積み立てている活用はどのように考えているのか。

A２　�コロナ禍では、文化芸術の活動が停滞していたため、コロナ禍後の活動を市として、しっかり

応援していきます。

意見　�市税賦課徴収管理事務経費について、徴収が困難な事例においても苦労いただいていることは
理解するが、滞納者の状況に応じた適切な対応に努めていただきたい。

意見　�予算執行の全体において、多額の不用額が生じている事業が見受けられることから、当初の見
込みを精査の上で、より確実な執行に努めていただきたい。

決算議案を分科会で審査

分科会での審査を踏まえて全体会で審査

９／19 産業建設分科会 ９／ 21健康福祉分科会 ９／ 25 総務教育分科会

決 算 特 別 委 員 会 報 告

Point

　令和４年度の決算議案を審査するため、正副議長を除く議員 19人で組織する「決算特別委員会」を設け
ました。決算特別委員会では、３つの分科会（総務教育分科会、健康福祉分科会、産業建設分科会）を設け、
専門的に審査をしました。

令和５年９月定例月議会
会期／９月４日～９月２９日



5 ながはま市議会だより

令和５年９月定例月議会　各常任委員会報告

総務教育常任委員会　９月25日

健康福祉常任委員会　９月21日

産業建設常任委員会　９月19日

Q　�長浜市スポーツ施設整備基本計画の策定について、長浜市民体育館は老朽化が進んでいる
が、新しく施設を建てる予定はないのか。

A　�今回の計画は、個別の施設計画ですが、今後の長浜市のまちづくりとして市全体で考えて
いくことであると認識しています。

意見 　��議案第 56号　令和４年度長浜市老人保健施設事業会計決算の認定について、介護人材
が不足している中、外国人実習生を受け入れておられるが、今後さらに拡大するととも
に、地域に定着していただけるよう努めていただきたい。

Q　�議案第 62号　長浜市宿泊観光施設条例の一部改正について、長浜市宿泊観光施設「つづら
お荘」の民間への施設譲渡は、地元の理解を得られているのか。

A　�地元の自治会等との協議も何度かしており、民間譲渡についても承認を得ています。今後
において、適切な運営者に運営をお願いできるよう、条件を整理しプロポーザルに臨んで
まいります。

令和５年９月定例月議会
令和５年８月特別議会

　各常任委員会に付託された議案 12件、請願４件について審査し、報告協議案件 10件について説明を受
けました。審査内容の一部を紹介します。採決結果は 18ページをご覧ください。

（８月22日採決）

令和５年８月特別議会

番号 件　　　名

付
託
先
委
員
会

会派

議員

議決結果

恵風会 新しい風 日本
共産党
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公
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党
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雄
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登
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陽
大

村
山
さ
お
り
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決議案
第２号

将来にわたって持続可能な質の高い医療
を確保するための決議

健
福

可決
（賛成多数）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × - × 棄 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

● 議員提出議案

　※ 表内の「○」は賛成、「×」は反対、「棄」は棄権を表します。　※ 会派名の「無」は、会派に属さない議員です。
　※ 議長の中川勇は採決に加わりません。

　８月16日（水）付けで、『将来にわたって持続可能な質の高い医療を確保するための決議』（提出者：松本長治議員、
賛成者13名）が議員提出議案として提出され、８月22日（火）に８月特別議会が開会され、可決されました。

決議の要旨
　将来にわたって持続可能な質の高い医療を確保するため、以下の通り求める。
１．高度急性期病院（Ａ病院）の場所は、長浜市大戌亥町（現在の市立長浜病院設置場所）とす

ること
２．市立長浜病院と長浜赤十字病院の診療科の再編・一元化を早期に実現すること
３．長浜市病院事業の経営形態について、今は指定管理者制度以外を検討すること

決議書の全文はこちら➡

健福・・健康福祉
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問　

議
案
第
45
号　

令
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５
年

度
長
浜
市
一
般
会
計
補
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予
算

（
第
４
号
）
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な
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て
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、
１
９
０
，

１
１
８
千
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予
算
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は
、

予
算
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保
に
苦
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ん
で
お
ら
れ

る
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、
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の
対
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。

答　

予
定
し
て
い
た
建
設
用
地

が
確
保
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が

原
因
で
す
。

　

確
認
が
甘
く
、
今
後
こ
の
よ

う
な
多
額
の
減
額
補
正
に
な
ら

な
い
よ
う
、
建
設
用
地
が
借
地

の
場
合
に
あ
っ
て
は
、場
所
や
、

借
受
面
積
、
金
額
等
に
つ
い
て

契
約
当
事
者
双
方
が
確
認
し
た

こ
と
を
証
す
る
書
類
の
提
出
を

求
め
る
な
ど
、
限
ら
れ
た
財
源

を
有
効
に
活
用
で
き
る
予
算
要

求
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

一般質問
録画映像QR

竹
本
　
直
隆
　
議
員

（
新
し
い
風
）

児
童
福
祉
施
設
整
備
支
援

事
業
費
に
つ
い
て

産業建設分科会　９月19日
意見　議案第 45 号　令和５年度長浜市一般会計補正予算（第４号）のうち、雨之森橋他長寿
命化補修工事にかかる債務負担行為について、雨之森橋、大宮橋、木之本町田部にある無名橋
（7041）、橋本橋、西浅井町菅浦にある無名橋（9047）の５橋について、橋は生活に欠かすこと
のできないものであり、施工に関してはしっかりと住民へ説明をし、適正な安全管理および利便
性の確保に努めていただきたい。

総務教育分科会　９月25日

予算常任員会（全体会）　９月27日
各分科会から審査結果の報告を受け、さらに総括的な審査を行いました。

令和５年９月定例月議会
会期／９月４日～９月２９日

令和５年９月定例月議会　予算常任委員会審査報告
予算常任委員会に付託された議案４件について審査しました。審査内容の一部を紹介します。

個人質疑（９月 13 日）　議案に対する質疑を紹介します。

Q　議案第 45号　令和５年度長浜市一般会計補正予算（第４号）のうち、「若者活躍応援事業費」
のユースワーカーとはどのような人なのか。

A　若者が自分のやりたいことを見つけ、地域で実践できる場を若者と一緒に考える人で、常に
２人を配置予定です。

健康福祉分科会　９月21日
　議案第 45号　令和５年度長浜市一般会計補正予算（第４号）、第 46号　令和５年度長浜市国
民健康保険特別会計補正予算（第１号）および第 47号　令和５年度長浜市介護保険特別会計補
正予算（第１号）ほか条例 1件について審査しました。
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９月定例月議会では、４会派が代表質問、
15 人の議員が個人一般質問を行いました。

会派代表質問（会派名）　※下記の質問項目のうち、太字部分について要約し、８～９ページに掲載しています。

○新しい風（加納義之 議員） ①放課後児童クラブの運営について
� � � � ②湖北圏域地域医療構想調整会議で検討されていた病院機能再編、診療科再編について
� � � � ③長浜市立２病院の経営形態検討委員会の総括等について
� � � � ④市民とともに考えるタウンミーティング開催成果等について
� � � � ⑤決議案第２号が可決されたことについて
� � � � ⑥病院再編に係る経営形態の手法として指定管理者制度を選択したことについて
� � � � ⑦長浜市の財政について
○恵風会（伊藤喜久雄 議員）� ①将来にわたって持続可能な質の高い医療を確保するための「病院再編」について
� � � � ②放課後児童クラブ運営について
� � � � ③人口減少と市政運営について
    ④ユネスコ無形文化遺産「長浜曳山まつり」の継承について
� � � � ⑤市民自治基本条例と市民協働について
� � � � ⑥オープンガバナンスと協働化の推進について　　
� � � � ⑦市民活動・地域活動への支援について
○日本共産党長浜市議団 ①病院再編に係る市長表明の内容と病院事業の検証について
　　　　（髙山　亨 議員）
○公明党（鋒山紀子 議員） ①「道の駅」の機能を活かした取組について
� � � � ②「ＣＯＣＯＬＯプラン～誰一人取り残されない学びの保障に向けた不登校対策～」について
� � � � ③中小企業、小規模事業者への支援強化について

 個人一般質問（質問者順）　※下記の質問項目のうち、太字部分について要約し、10～17ページに掲載しています。

○北川　陽大 議員 ①国への財政支援の働きかけについて　　②まちづくりセンターと地域づくり協議会について
� ③日本赤十字社による指定管理者制度の拙速（せっそく）な決定について
○竹本　直隆 議員 ①長浜市民体育館について　　②長浜赤十字病院が撤退する可能性について
○中川リョウ 議員 ①小谷城SIC周辺整備事業及び６次産業化拠点整備事業について
� ②適正な行政手続きができていない可能性がある事案について　　③病院事業について
○藤井　　登 議員 ①米川の越水について
○松本　長治 議員� ①防災・減災の取組について　　②風力発電事業について
○岩川　信子 議員� ①公共施設及び公衆トイレのサニタリーボックス設置について
� ②長浜市の保育所の現状について　　③長浜市立湖北病院の建て替えについて
� ④長浜の将来の医療を市民とともに考えるタウンミーティングについて
○大橋　延行 議員� ①病院再編の方針について　　②放課後児童クラブ運営への市のかかわり方について
○押谷　正春 議員� ①竹生島の環境対策について　　②市内のカーブミラーについて　　③子育て施策について
○多賀　修平 議員� ①病院再編にかかる経営統合の問題点について
○杉本　英一 議員 ①市長の行財政運営と政策推進について　　②長浜駅前再開発事業について
 ③雪寒期間の除雪作業車について
○橋本　典子 議員 ①長浜市避難支援・見守り支えあい制度について　　
� ②「パートナーシップ制度」の着手について　　③しょうがい福祉サービスの拡充について
� ④「マイナ保険証」について
○鬼頭　明男 議員 ①自衛隊への自治体の名簿提供について　　②自転車乗車時のヘルメット購入補助金について
 ③電動キックボードの規制緩和について　　④子どもに配慮したランドセルの重さ軽減について
○田中　真浩 議員 ①北部地域の振興について
○矢守　昭男 議員 ①農業振興について　　②林業振興について　　③物価高騰支援について　　
� ④市道の維持管理について　　⑤美味しい学校給食の提供について
○村山さおり 議員 ①プール事故の対応について　　　②今後の公共施設の維持管理について　　
� ③学校の現状について　　④新型コロナワクチン接種情報について　　
� ⑤日本赤十字社との交渉について

市政を問う
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会 派 代 表 質 問

会派代表質問
録画映像QR

問　
（
公
財
）長
浜
曳
山
文
化

協
会
へ
の
支
援
と
、こ
れ
か

ら
の
連
携
に
つ
い
て
問
う
。

答　

長
浜
曳
山
文
化
協
会

は
、
平
成
11
年
の
設
立
か

ら
今
日
ま
で
、
担
い
手
育

成
の
た
め
の
三
役
修
業
塾

や
伝
承
委
員
会
を
開
催
さ

れ
る
等
、
長
浜
曳
山
ま
つ

り
の
伝
承
保
存
の
み
な
ら

ず
、日
本
文
化
に
と
っ
て
も

大
変
重
要
な
取
組
を
担
っ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。　
　

　

特
に
学
芸
員
の
存
在
は

大
き
く
、
そ
の
た
め
業
務

内
容
の
見
直
し
や
、
人
材

育
成
の
体
制
等
の
調
整
を

行
う
な
ど
、引
き
続
き
支
援

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

曳
山
博
物
館
の
入
館

者
数
は
、
平
成
13
年
に
比

べ
令
和
４
年
は
３
分
の
１

の
１
万
５
千
人
余
り
。
ユ

ネ
ス
コ
登
録
仕
様
の
博
物

館
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
魅

力
あ
る
展
示
で
、
内
外
に

情
報
発
信
で
き
る
博
物
館

と
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

当
局
の
姿
勢
を
問
う
。

答　

魅
力
あ
る
展
示
と
し

て
、大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

で
の
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
曳

山
ま
つ
り
の
映
像
の
上
映

や
、翻
訳
ガ
イ
ド
シ
ス
テ

ム
の
導
入
に
よ
る
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
対
策
、
デ
ジ
タ
ル

サ
イ
ネ
ー
ジ
や
誘
導
掲
示

物
の
設
置
な
ど
、
今
後
も

積
極
的
な
取
組
を
進
め
な

が
ら
情
報
発
信
・
展
示
に

工
夫
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「長浜曳山文化協会提供」

長浜曳山まつりは
世界が認めた
長浜の宝

恵
風
会

伊
藤
　
喜
久
雄
　
議
員

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産「
長

浜
曳
山
ま
つ
り
」
の
継
承
に

つ
い
て

厚生労働省医政局との「病院再編の考え方」
についての会派勉強会

会派代表質問
録画映像QR

市民のための地域
医療連携・再編を！

問　

経
営
形
態
検
討
委
員

会
で
は
３
案
が
示
さ
れ
た

が
、
い
ず
れ
の
経
営
形
態

が
最
善
か
と
い
う
こ
と
に

関
す
る
取
り
ま
と
め
は
行

わ
れ
な
か
っ
た
。
今
回
、

指
定
管
理
者
制
度
を
選
択

し
た
決
め
手
と
な
っ
た
事

項
に
つ
い
て
問
う
。

答　

経
営
形
態
を
表
明
す

る
に
あ
た
り
考
慮
し
た
事

項
は
、
次
に
述
べ
ま
す
６

つ
の
理
由
で
、
指
定
管
理

者
制
度
の
導
入
を
目
指
す

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

①
３
病
院
の
経
営
と
医

療
の
最
終
的
な
責
任
は
、

長
浜
市
と
日
本
赤
十
字
社

が
共
同
し
て
担
う
の
が
適

切
で
あ
る
こ
と
。
②
市
立

２
病
院
の
病
院
機
能
を
充

実
さ
せ
る
た
め
に
、
日
本

赤
十
字
社
と
協
力
す
べ
き

こ
と
。
③
現
在
の
医
療
機

能
の
水
準
を
切
れ
目
な
く

維
持
す
る
こ
と
。
④
経
営

統
合
の
た
め
に
過
大
な
負

担
を
発
生
さ
せ
る
べ
き
で

は
な
い
こ
と
。
⑤
現
状
の

医
業
収
支
の
赤
字
を
減
ら

し
、
三
十
年
後
、
五
十
年

後
に
も
持
続
可
能
な
経
営

を
可
能
と
す
る
こ
と
。
⑥

地
方
独
立
行
政
法
人
は
法

的
に
設
立
要
件
を
満
た
さ

な
い
お
そ
れ
が
あ
る
こ

と
。
６
つ
に
つ
き
ま
し
て

は
、
方
針
の
決
定
に
至
る

経
緯
の
文
書
の
中
で
ま
と

め
て
お
り
ま
す
。
以
上
が

理
由
で
す
。

病
院
再
編
に
係
る
経
営
形
態
の

手
法
と
し
て
指
定
管
理
者
制
度

を
選
択
し
た
こ
と
に
つ
い
て

新
し
い
風

加
納
　
義
之
　
議
員
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会派代表質問
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会派代表質問
録画映像QR

問　
「
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
プ
ラ

ン
」に
あ
る
よ
う
な
、保
護

者
で
あ
れ
ば
自
由
に
参
加

で
き
る「
保
護
者
の
会
」
を

設
置
し
、保
護
者
を
支
援

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と

考
え
る
が
見
解
を
問
う
。

答　

本
市
に
お
き
ま
し
て

も
、
不
登
校
対
策
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
。
保
護
者
の

不
安
を
和
ら
げ
る
よ
う
に
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
と
連
携
し
た
支

援
も
行
っ
て
い
ま
す
。﹁
保

護
者
の
会
﹂
の
設
置
に
つ

い
て
は
、
自
主
的
な
会
が

組
織
さ
れ
て
お
り
、
す
で

に
連
携
を
図
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

問　

教
室
へ
行
き
づ
ら
く

な
っ
た
児
童
生
徒
が
、
落

ち
着
い
て
学
習
が
で
き

る
、
学
び
の
場
の
確
保
に

つ
い
て
見
解
を
問
う
。

答　

教
室
に
入
り
づ
ら
く

な
っ
た
児
童
生
徒
が
、
落

ち
着
い
て
学
習
で
き
る
場

と
し
て
、
本
人
・
保
護
者

の
要
望
が
あ
れ
ば
、
学
校

の
実
情
に
応
じ
て
、
空
き

教
室
や
保
健
室
を
利
用
し

て
の
学
び
の
場
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

　

新
し
い
学
び
の
場
と
し

て
、
社
会
的
自
立
に
向
け

て
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

で
学
習
す
る
﹁
不
登
校
特

例
校
﹂、
い
わ
ゆ
る
﹁
学
び

の
多
様
化
学
校
﹂
の
設
置

に
つ
い
て
も
研
究
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

一人ひとりに
寄り添った不登校
への支援を

公
明
党

鋒
山
　
紀
子
　
議
員

「
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
プ
ラ
ン
〜
誰

一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
学
び

の
保
障
に
向
け
た
不
登
校
対

策
〜
」
に
つ
い
て

問　

９
月
定
例
月
議
会

初
日
に
市
長
表
明
が
あ
り

『
病
院
再
編
方
針
の
決
定

に
至
る
経
緯
』
が
発
表
さ

れ
、
日
赤
に
市
立
２
病
院

を
指
定
管
理
者
制
度
で
医

療
を
任
せ
る
方
向
を
示
さ

れ
た
。
態
度
表
明
自
体
は

必
要
な
こ
と
だ
が
、
こ
こ

か
ら
が
ま
さ
に
議
論
の
ス

タ
ー
ト
で
は
な
い
か
。
正

式
な
条
例
改
正
も
せ
ず
反

対
意
見
が
多
い
中
で
、
日

赤
と
の
協
議
を
１
か
月
後

に
始
め
る
と
い
う
の
は
、

議
会
や
市
民
を
無
視
し
た

態
度
で
あ
り
、
今
後
、
議

会
で
否
決
と
な
っ
た
時
に

混
乱
は
必
至
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
表
明
や
日
程
に

抗
議
す
る
と
と
も
に
、
表

明
の
内
容
を
見
直
す
こ

と
を
求
め
る
も
の
で
あ
る

が
、
こ
れ
に
対
し
て
問
う
。

答　

皆
さ
ま
の
意
見
を

尊
重
し
て
き
た
か
ら
こ

そ
、
時
間
が
な
い
中
で
検

討
を
し
﹃
病
院
再
編
方
針

の
決
定
に
至
る
経
緯
﹄
に

盛
り
込
み
説
明
を
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
対
す
る
意

見
を
ぜ
ひ
出
し
て
い
た
だ

き
、
理
解
や
納
得
が
得
ら

れ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
日
赤
と
の
協

議
は
、
ど
の
よ
う
な
協
定

書
が
で
き
る
の
か
を
相
談

し
て
い
く
も
の
で
、
必
要

な
こ
と
と
し
て
進
め
て
い

く
も
の
で
す
。

再編は、
関係者・地域の
共感ができてこそ
成功する

日
本
共
産
党
長
浜
市
議
団

髙
山
　
　
亨
　
議
員

正
式
な
条
例
改
正
な
く
、

日
赤
と
の
協
議
開
始
は
拙
速
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個 人 一 般 質 問

問　

独
立
行
政
法
人
を
選

択
し
た
場
合
、
長
浜
赤
十

字
病
院
は
長
浜
市
か
ら
の

撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

の
か
問
う
。

答　

地
方
独
立
行
政
法
人

方
式
に
な
っ
た
場
合
、
長

浜
市
内
か
ら
赤
十
字
病
院

は
無
く
な
っ
て
し
ま
う
と

長
浜
赤
十
字
病
院
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
表
明

さ
れ
て
い
ま
す
。
市
と
し

ま
し
て
も
、
長
浜
赤
十
字

病
院
に
は
、
当
然
に
、
こ

の
長
浜
の
地
に
お
い
て
使

命
と
責
務
を
果
た
し
て
い

た
だ
き
、
長
浜
市
と
日
本

赤
十
字
社
が
共
同
し
て
病

院
経
営
の
責
任
を
負
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

問　

高
度
な
専
門
性
、
広

域
性
、
公
益
性
の
役
割
を

担
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
員

体
制
、
能
力
、
ノ
ウ
ハ
ウ

を
有
す
る
長
浜
赤
十
字
病

院
の
撤
退
を
防
ぐ
た
め
に

も
指
定
管
理
者
制
度
で
の

医
療
再
編
を
進
め
る
べ
き

と
思
う
が
見
解
を
問
う
。

答　

日
本
赤
十
字
社
に
は

長
浜
市
と
共
同
し
て
、
そ

の
使
命
と
公
的
病
院
と
し

て
の
責
務
を
引
き
続
き
こ

の
地
域
に
お
い
て
発
揮

し
、
市
立
2
病
院
と
共
に

マ
グ
ネ
ッ
ト
病
院
群
を
目

指
し
て
い
た
だ
き
た
く
、

市
と
し
ま
し
て
は
日
赤
と

共
同
し
て
責
任
を
果
た
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

長年地域医療を
担われてきた日
赤の撤退を防ぎ
ましょう

竹
本
　
直
隆
　
議
員

（
新
し
い
風
）

長
浜
赤
十
字
病
院
が

撤
退
す
る
可
能
性
に
つ
い
て

今すべき最優先の
課題。診療科再編
に全力を。

問　

日
本
赤
十
字
社
に
よ

る
指
定
管
理
者
制
度
を
導

入
す
る
に
は
条
例
改
正
が

必
要
と
思
わ
れ
る
。
し
か

し
、
８
月
の
特
別
議
会
で

は
、
14
対
５
で
「
今
は
指

定
管
理
者
制
度
以
外
を
検

討
す
る
こ
と
」
に
賛
成
の

決
議
を
し
て
い
る
。
市
民

か
ら
の
請
願
、
署
名
を
考

え
る
と
賛
成
し
た
我
々
議

員
も
こ
の
ま
ま
指
定
管
理

者
制
度
の
議
案
を
出
さ
れ

て
も
反
対
多
数
で
成
立
し

な
い
。
結
果
、
医
療
再
編

は
何
も
進
展
せ
ず
、
医
師

の
働
き
方
改
革
が
ス
タ
ー

ト
す
る
令
和
６
年
４
月
を

迎
え
る
可
能
性
が
高
い
と

予
測
す
る
。

　

そ
れ
で
あ
れ
ば
、
職
員

の
全
労
力
を
医
療
再
編
に

向
け
て
注
ぎ
込
む
。
本
当

は
今
、
そ
れ
を
決
断
す
べ

き
だ
と
感
じ
る
が
考
え
を

問
う
。

答　

医
療
再
編
に
つ
い
て

は
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

ま
た
、
条
例
改
正
に
は
３

年
か
ら
５
年
か
か
り
ま

す
。
そ
の
過
程
で
は
、
内

容
を
市
民
に
お
示
し
し
な

い
と
い
け
な
い
な
ど
、
時

間
が
か
か
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　

今
回
の
表
明
で
議
員
の

皆
さ
ま
に
ボ
ー
ル
を
投
げ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

の
で
、
こ
れ
に
対
し
て
の

議
員
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご

回
答
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。
市
民
の
方
も
そ
の

回
答
を
待
た
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

一般質問
録画映像QR

北
川
　
陽
大
　
議
員

（
つ
な
ぐ
長
浜
）

日
本
赤
十
字
社
に
よ
る
指
定
管
理

者
制
度
の
拙
速
な
決
定
に
つ
い
て
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一般質問
録画映像QR

一般質問
録画映像QR

個 人 一 般 質 問

問　

市
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

「
令
和
５
年
度
米
川
対
策

班
の
業
務
に
つ
い
て
」
に

は
「
実
水
位
80
㎝
を
も
っ

て
、
関
係
３
自
治
会
長
へ

作
業
開
始
の
連
絡
を
す

る
。」
と
の
記
載
が
あ
る

が
、
い
つ
連
絡
さ
れ
た
か

に
つ
い
て
問
う
。

答　

８
月
１
日
の
大
雨
時

に
は
、
関
係
自
治
会
長
に

事
前
に
作
業
開
始
の
連
絡

は
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
パ

ネ
ル
の
設
置
作
業
等
を
優

先
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
米

川
の
越
水
に
つ
い
て
は
、

市
と
地
元
が
連
携
す
る
こ

と
を
原
則
と
し
て
い
る
た

め
、
今
後
こ
の
よ
う
な
こ

と
が
な
い
よ
う
、
連
絡
を

周
知
す
る
と
と
も
に
、防
災

危
機
管
理
課
に
お
い
て
も

再
度
確
認
し
、
連
絡
で
き

る
よ
う
に
い
た
し
ま
す
。

問　

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ

た
対
応
が
で
き
て
い
な
い

こ
と
に
つ
い
て
再
度
問
う
。

答　

連
携
し
て
対
応
に
あ

た
る
の
が
原
則
で
す
。
ま

し
て
や
関
係
自
治
会
に
連

絡
で
き
て
い
な
い
の
は
、

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と

で
す
。
作
業
を
優
先
し
て

し
ま
っ
た
こ
と
が
原
因
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
防
災
危

機
管
理
課
に
お
い
て
も

フ
ォ
ロ
ー
が
で
き
な
か
っ

た
こ
と
も
反
省
点
で
す
。

今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
の

な
い
よ
う
体
制
を
整
え
て

ま
い
り
ま
す
。

豪雨でも安心
できるまちに！

８
月
１
日
19
時
32
分　

レ
ベ
ル
３　

米
川
越
水
！

藤
井
　
登
　
議
員

（
恵
風
会
）

米
川
の
越
水
対
応

問　

令
和
５
年
９
月
３
日

の
朝
刊
で
元
長
浜
市
議
会

議
員
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
、

空
き
家
跡
地
の
駐
車
場
整

備
に
関
す
る
内
容
だ
っ
た
。

昨
年
の
市
当
局
か
ら
の
申

し
入
れ
に
も
あ
っ
た
よ
う

に
「
適
正
な
行
政
手
続
き

を
経
て
い
な
い
予
算
執
行
」

に
当
該
議
員
は
関
与
し
て

い
た
事
案
が
他
に
も
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

　

他
に
も
違
法
性
が
あ

る
、
適
正
な
行
政
手
続
き

を
経
て
い
な
い
事
案
が
な

い
か
問
う
。

答　

外
部
チ
ェ
ッ
ク
機
能
、

内
部
チ
ェ
ッ
ク
機
能
に
よ

る
リ
ス
ク
管
理
を
日
常
的

に
行
っ
て
お
り
ま
す
。し

た
が
っ
て
、適
正
な
行
政

手
続
き
を
経
て
い
な
い
事

案
は
、現
時
点
で
は
な
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問　

庁
内
で
の
調
査
チ
ー

ム
の
立
ち
上
げ
を
す
る
べ

き
と
考
え
る
が
、
考
え
を

問
う
。

答　

調
査
が
必
要
な
場
合

は
、
内
部
統
制
を
推
進
す

る
体
制
の
中
で
対
応
で
き

る
こ
と
か
ら
、
調
査
チ
ー

ム
の
立
ち
上
げ
に
つ
い
て

は
必
要
な
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
万
一
、
対
応
し

き
れ
な
い
ケ
ー
ス
等
が
発

生
し
た
時
に
は
、
調
査

チ
ー
ム
等
の
立
ち
上
げ
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

辞職して終わりで
はありません！

中
川
　
リ
ョ
ウ
　
議
員

（
新
し
い
風
）

適
正
な
行
政
手
続
き
が
で
き
て
い
な

い
可
能
性
が
あ
る
事
案
に
つ
い
て



12�ながはま市議会だより

各議員の一般質問録画映像はQRコードからアクセスできます！

一般質問
録画映像QR

一般質問
録画映像QR

個 人 一 般 質 問

サニタリーボックス

誰もが安心して
外出できるように

問　

高
齢
者
や
、
術
後

間
も
な
い
方
な
ど
尿
漏
れ

パ
ッ
ド
を
使
用
さ
れ
て
い

る
。
多
い
と
２
５
０
㏄ 
の

水
分
を
含
み
、
臭
い
も
し

て
外
出
先
か
ら
持
ち
帰
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
外

出
も
億お

っ
く
う劫
と
な
り
、
家
族

や
夫
婦
で
一
緒
に
出
か
け

る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た

と
聞
い
て
い
る
。

　

各
公
共
施
設
や
公
衆
ト

イ
レ
に
尿
漏
れ
パ
ッ
ド
が

捨
て
ら
れ
る
よ
う
な
ゴ
ミ

箱
、
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク

ス
を
男
性
用
個
室
ト
イ
レ

に
も
是
非
設
置
し
て
い
く

べ
き
と
考
え
る
が
当
局
の

考
え
を
問
う
。

答　

高
齢
者
や
術
後
間
も

な
い
方
な
ど
、
排
尿
の
困

り
ご
と
を
抱
え
る
方
々
が

安
心
し
て
外
出
す
る
こ
と

は
大
事
な
こ
と
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。
ト
イ
レ
の
こ

と
を
心
配
さ
れ
外
出
さ
れ

な
く
な
る
と
社
会
参
加
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

社
会
参
加
が
で
き
る
環

境
づ
く
り
が
、
介
護
予
防

や
健
康
づ
く
り
の
観
点
か

ら
重
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク

ス
の
設
置
を
推
進
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

岩
川
　
信
子
　
議
員

（
恵
風
会
）

公
共
施
設
及
び
公
衆
ト
イ
レ
の
サ
ニ

タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
必
要
性
に
つ
い
て

問　

現
在
、余
呉
地
域
か
ら

福
井
県
の
南
越
前
町
に
か

け
て
計
画
さ
れ
て
い
る
風

力
発
電
事
業
に
つ
い
て
、市

は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
と
普
及
に
資
す
る

も
の
で
あ
り
、
長
浜
市
が

掲
げ
る
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
」
の
趣
旨
に
合
致

す
る
も
の
と
し
、
総
論
や

各
論
の
中
で
様
々
注
意
は

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
方

針
と
し
て
、
事
業
の
推
進

に
前
向
き
と
捉
え
ら
れ
る

回
答
を
県
に
さ
れ
て
い
る
。

　

清
ら
か
な
水
の
流
れ
は
、

私
た
ち
の
願
い
で
あ
る
。

長
浜
市
の
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
」
と
は
、
植
物

や
動
物
を
は
じ
め
と
す
る

自
然
環
境
に
大
き
な
負
荷

を
か
け
る
可
能
性
が
高
い

も
の
で
も
、
受
け
入
れ
ら

れ
る
も
の
な
の
か
お
聞
き

す
る
。

答　

脱
炭
素
社
会
の
実
現

に
向
け
、温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
の
削
減
や
、再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
な
ど

環
境
に
や
さ
し
い
暮
ら
し

を
心
が
け
、本
市
の
豊
か
な

自
然
環
境
を
保
全
し
、次
の

世
代
に
引
き
継
い
で
い
く

こ
と
が
私
た
ち
の
責
務
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

北
部
地
域
に
お
い
て
計

画
さ
れ
て
い
る
風
力
発
電

事
業
に
つ
い
て
も
、﹁
自
然

と
の
共
生
﹂を
念
頭
に
お
い

て
、進
め
て
い
く
べ
き
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

風
力
発
電
の
風
車

「自然との共生」と
は…　もう一度考
えてみませんか。

松
本
　
長
治
　
議
員

（
恵
風
会
）

風
力
発
電
事
業
に
つ
い
て
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問　

 

竹
生
島
の
電
源
対
策

の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

問
う
。

答　

�

電
源
に
つ
い
て
は
、

以
前
よ
り
様
々
な
手
段
に

よ
る
電
力
確
保
を
検
討
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
島
の
維

持
運
営
、
多
く
の
来
島
者

を
迎
え
る
た
め
に
は
、
電

力
は
欠
く
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
現
状
に
お
い
て
は
、

発
電
機
に
よ
る
電
力
確
保

は
や
む
を
得
な
い
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

問　

再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
に
つ
い
て
問

う
。

答　

平
成
24
年
度
か
ら
平

成
25
年
度
に
か
け
て
、
竹

生
島
奉
賛
会
等
関
係
者
と

大
阪
ガ
ス
株
式
会
社
と
の

間
で
、
売
店
前
の
ア
ー

ケ
ー
ド
の
屋
根
に
太
陽
光

発
電
設
備
の
設
置
を
検

討
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

ア
ー
ケ
ー
ド
の
強
度
不
足

等
の
理
由
か
ら
設
置
を
断

念
さ
れ
た
と
伺
っ
て
お
り

ま
す
。

問　

送
電
の
海
底
ケ
ー
ブ

ル
活
用
に
つ
い
て
問
う
。

答　

海
底
ケ
ー
ブ
ル
の
設

置
に
つ
い
て
は
、過
去
に
関

西
電
力
や
国
の
関
係
省
庁

と
協
議
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、多
額
の
工
事
費
負
担

金
、文
化
財
に
関
す
る
諸
手

続
き
な
ど
の
課
題
が
あ
り
、

費
用
対
効
果
を
考
え
る
と
、

実
現
は
難
し
い
も
の
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。

竹生島

押
谷
　
正
春
　
議
員

（
新
し
い
風
）

竹
生
島
の
環
境
対
策
に
つ
い
て

問　

３
つ
の
形
態
の
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
お
い

て
、
事
故
等
が
発
生
し
た

場
合
、
責
任
の
所
在
に
つ

い
て
問
う
。

答　

法
律
的
な
視
点
か
ら

申
し
あ
げ
ま
す
と
、
公
設

に
つ
い
て
は
利
用
者
と
市

が
利
用
契
約
を
結
び
ま
す

の
で
、
市
に
責
任
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
委
託
及
び

補
助
金
を
出
し
て
い
る
ク

ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、
委
託

先
等
が
運
営
の
主
体
と
な

る
た
め
安
全
配
慮
の
義
務

が
あ
り
、
利
用
者
に
損
害

が
生
じ
た
場
合
は
運
営
主

体
に
法
的
な
責
任
が
発
生

す
る
可
能
性
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。

　

た
だ
、
責
任
の
こ
と
で

委
託
先
等
が
事
業
を
や
め

て
し
ま
わ
れ
る
と
い
う
心

配
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
点

は
制
度
設
計
の
検
討
が
必

要
で
は
な
い
か
と
考
え
ま

す
。
例
え
ば
、
保
険
料
を

市
が
補
助
す
る
と
い
っ
た

仕
組
み
が
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

し
か
し
、
委
託
先
に
責

任
が
な
い
ま
ま
と
い
う
こ

と
で
は
、
市
と
し
ま
し
て

も
お
金
を
出
す
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
し
、
ま
た
委
託

先
に
法
的
責
任
が
な
い
ま

ま
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に

協
力
し
て
も
ら
う
こ
と
も

問
題
が
あ
る
の
で
、
今
後

こ
う
し
た
制
度
設
計
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま

す
。

大
橋
　
延
行
　
議
員

（
恵
風
会
）

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
へ
の

市
の
か
か
わ
り
方
に
つ
い
て
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個 人 一 般 質 問

雪が積もっても
安心して歩道を
歩けます

ロータリー除雪車（歩道用）

問　

積
雪
時
に
よ
る
歩
道

（
通
学
路
を
含
む
）
の
除

雪
作
業
が
、
ほ
と
ん
ど
な

さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状

で
あ
る
。
児
童
た
ち
は
登

下
校
の
時
は
、
車
道
を
歩

か
ざ
る
を
え
な
い
。
車
と

の
接
触
事
故
が
起
き
て
当

た
り
前
。
ま
た
高
齢
者
の

方
々
も
、
安
心
し
て
歩
け

な
い
。

　

今
回
、
車
幅
１
メ
ー
ト

ル
・
車
高
２
メ
ー
ト
ル
・

車
長
4.5
メ
ー
ト
ル
の
規
格

の
ロ
ー
タ
リ
ー
方
式
の
除

雪
車
を
購
入
さ
れ
る
と
聞

い
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
、

通
学
路
を
含
め
、
歩
道
の

除
雪
が
し
っ
か
り
と
で
き

る
よ
う
に
な
る
。
た
だ
、

発
注
か
ら
納
入
ま
で
お
よ

そ
一
年
以
上
要
し
、
令
和

６
年
に
納
入
予
定
と
の
こ

と
だ
が
、
こ
の
現
状
に
ど

の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く

の
か
を
問
う
。

答　

こ
れ
ま
で
歩
道
の
除

雪
に
は
、
小
型
乗
用
除
雪

機
を
使
用
し
て
き
ま
し
た

が
、
老
朽
化
、
安
全
性
、

さ
ら
に
効
率
性
の
観
点
か

ら
、
今
回
ロ
ー
タ
リ
ー
除

雪
車
を
購
入
す
る
べ
く
、

発
注
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

市
と
し
ま
し
て
は
、
今

後
、
計
画
的
に
ロ
ー
タ

リ
ー
除
雪
車
へ
の
更
新
を

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

杉
本
　
英
一
　
議
員

（
無
会
派
）

歩
道
の
除
雪
作
業
に
つ
い
て

問　

指
定
管
理
者
制
度
方

式
は
、
長
浜
市
が
病
院
事

業
か
ら
撤
退
す
る
こ
と
に

等
し
い
と
い
う
意
見
を
言

う
人
が
い
る
が
、
こ
の
点

は
本
当
か
。
長
浜
市
は
病

院
事
業
に
関
与
し
な
い
の

か
問
う
。

答　

指
定
管
理
者
制
度

導
入
に
よ
り
、
長
浜
市
が

病
院
事
業
か
ら
撤
退
す
る

こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
は
強
調
し
て
お

く
べ
き
こ
と
で
す
。

　

指
定
管
理
者
制
度
は
、

公
の
施
設
の
管
理
運
営
に

お
い
て
、
民
間
事
業
者
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
な
が

ら
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
と
経
費
の
節
減
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の

で
す
。

　

今
回
の
市
立
２
病
院
の

指
定
管
理
者
制
度
に
お
い

て
は
、
病
院
運
営
の
管
理

監
督
を
行
う
﹁︵
仮
称
︶

医
務
局
﹂
を
新
た
に
設
け
、

そ
し
て
公
共
医
療
政
策
の

展
開
な
ど
の
た
め
に
日
本

赤
十
字
社
と
常
設
の
協
議

会
を
設
置
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
市

が
病
院
事
業
か
ら
撤
退
す

る
、
ま
た
関
与
し
な
い
と

い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い

と
い
う
こ
と
を
申
し
あ
げ

ま
す
。
長
浜
市
と
長
浜
赤

十
字
病
院
の
両
者
で
、
長

浜
の
医
療
の
経
営
を
共
同

で
担
い
、
責
任
を
持
つ
と

い
う
体
制
を
つ
く
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

多
賀
　
修
平
　
議
員

（
恵
風
会
）

病
院
再
編
に
か
か
る
経
営

統
合
の
問
題
点
に
つ
い
て
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各議員の一般質問録画映像はQRコードからアクセスできます！

一般質問
録画映像QR

一般質問
録画映像QR

個 人 一 般 質 問

問　

今
年
７
月
１
日
に
規

制
緩
和
が
始
ま
り
、
最
高

速
度
20
㎞ 
／
時
以
下
の
電

動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
は
特
定

小
型
原
付
扱
い
と
な
り
、

16
歳
以
上
な
ら
運
転
免
許

は
不
要
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
は
努
力
義
務
と
な
っ
た
。

緩
和
前
は
歩
道
走
行
は
禁

止
だ
っ
た
が
、
条
件
付
き

で
可
能
と
な
っ
た
た
め
、

歩
道
の
走
行
や
一
方
通
行

の
逆
走
な
ど
に
よ
る
衝
突
・

接
触
な
ど
の
事
故
が
多
発

し
て
い
る
。
新
ル
ー
ル
が

施
行
さ
れ
た
７
月
の
摘
発

件
数
は
、
全
国
で
４
０
０

件
超
。
信
号
無
視
と
通
行

区
分
違
反
が
８
割
を
占
め

て
い
る
。
乗
る
人
も
乗
ら

な
い
人
も
安
心
・
安
全
で

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
必
要

な
対
策
等
に
つ
い
て
市
の

見
解
を
問
う
。

答　

現
在
、
長
浜
市
で

の
登
録
台
数
は
３
台
、
市

内
で
の
事
故
は
０
件
で

す
。
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ

て
正
し
い
乗
用
を
し
て
も

ら
う
た
め
に
、
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
交
付
時
に
交
通

ル
ー
ル
を
記
載
し
た
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
配
布
す
る
と

と
も
に
、
市
の
Ｈ
Ｐ
や
交

通
安
全
運
動
時
の
啓
発
な

ど
で
警
察
や
交
通
安
全
協

会
な
ど
と
連
携
し
、
交
通

ル
ー
ル
順
守
を
含
め
た
交

通
安
全
の
呼
び
か
け
に
努

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

引
き
続
き
、
さ
ら
な
る
啓

発
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。 ルールの徹底で

未然の事故防止を！

鬼
頭
　
明
男
　
議
員

（
日
本
共
産
党
）

電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
の
規
制

緩
和
に
対
す
る
安
全
対
策
を
！

問　

し
ょ
う
が
い
者
が

65
歳
に
な
る
と
、
し
ょ
う

が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
か
ら

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
切

り
替
え
を
す
す
め
ら
れ

る
。
今
ま
で
身
体
介
護
で

90
分
の
買
い
物
、
食
事
づ

く
り
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

て
い
た
も
の
が
、
介
護
保

険
に
な
る
と
45
分
の
サ
ー

ビ
ス
に
な
り
、
内
容
と
質

の
低
下
と
な
る
。
こ
う
し

た
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ

い
て
市
当
局
の
考
え
を
問

う
。

答　

し
ょ
う
が
い
福
祉

サ
ー
ビ
ス
か
ら
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
へ
の
移
行
は
一

律
に
行
う
も
の
で
は
な

く
、
利
用
者
の
個
別
の
状

況
に
応
じ
、
必
要
と
さ
れ

て
い
る
支
援
を
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
受
け
る

こ
と
が
可
能
か
、
具
体
的

な
内
容
を
聴
き
取
り
、
適

切
に
判
断
す
る
よ
う
運
用

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

例
え
ば
、
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
に
移
行
後
も
、

支
援
が
90
分
必
要
な
場

合
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

で
は
１
回
の
支
援
が
45
分

の
場
合
は
、
し
ょ
う
が
い

福
祉
サ
ー
ビ
ス
で
45
分
を

補
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
の
量
と
質
の

確
保
に
努
め
、
利
用
者
に

寄
り
添
っ
て
支
援
で
き
る

よ
う
対
応
し
て
ま
い
り
ま

す
。 介護保険＋しょう

がい福祉の併用で
質の維持！

橋
本
　
典
子
　
議
員

（
日
本
共
産
党
）

し
ょ
う
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
拡
充
に
つ
い
て
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各議員の一般質問録画映像はQRコードからアクセスできます！

一般質問
録画映像QR

一般質問
録画映像QR

個 人 一 般 質 問

もっとスマート
農業の支援を‼

問　

農
業
従
事
者
を
ど
う

増
や
し
育
成
す
る
の
か
、

深
刻
な
農
業
従
事
者
の
減

少
は
、
高
齢
化
が
続
く
と

と
も
に
、
後
継
者
の
確
保

も
困
難
な
状
態
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
大
型
農
家
の
育

成
や
農
業
従
事
者
へ
の
新

た
な
支
援
策
と
し
て
、
ス

マ
ー
ト
農
業
の
一
つ
と
し

て
の
ド
ロ
ー
ン
免
許
取
得

補
助
金
の
支
援
策
や
、
少

な
く
な
り
つ
つ
あ
る
小
規

模
農
家
へ
の
支
援
策
に
つ

い
て
問
う
。

答　

農
業
者
の
省
力
化
に

寄
与
す
る
ス
マ
ー
ト
農
業

機
械
の
導
入
に
つ
い
て
の

支
援
を
令
和
４
年
度
か
ら

実
施
す
る
と
と
も
に
、
農

業
法
人
等
の
後
継
者
事
業

と
し
て
農
業
用
ド
ロ
ー
ン

の
免
許
取
得
に
係
る
費
用

の
一
部
支
援
も
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
小
規
模
農
家
へ

の
支
援
に
つ
き
ま
し
て

は
、
営
農
の
継
続
に
必
要

な
水
稲
耕
作
用
の
農
業
機

械
の
導
入
の
支
援
を
令
和

２
年
度
か
ら
行
っ
て
お

り
、
毎
年
度
、
多
く
の
農

業
者
に
ご
活
用
い
た
だ
い

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

矢
守
　
昭
男
　
議
員

（
新
し
い
風
）

農
業
従
事
者
支
援
策
に
つ
い
て

問　

北
部
振
興
は
人
々
の

視
線
を
北
に
も
向
く
よ
う

に
す
る
こ
と
が
肝
心
で
、

北
陸
、
と
り
わ
け
敦
賀
市

と
の
つ
な
が
り
を
強
固
に

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う

な
交
流
事
業
を
進
め
て
い

る
の
か
、
そ
の
積
極
性
を

問
う
。

答　

地
域
経
済
の
好
循
環

を
生
み
出
す
に
は
、
敦
賀

市
な
ど
の
北
陸
圏
域
と
の

連
携
・
交
流
が
重
要
な
視

点
と
捉
え
て
い
ま
す
。
北

陸
新
幹
線
が
敦
賀
ま
で
延

長
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

活
性
化
も
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
敦
賀
市
だ
け
で
な

く
嶺
南
地
域
と
の
広
域
連

携
を
積
極
的
に
進
め
、一
体

的
な
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

問　

市
長
は
、
湖
北
病
院

の
建
て
替
え
に
あ
た
り
、

１
２
０
床
を
備
え
る
慢
性

期
病
院
と
し
て
広
域
か
ら

利
用
さ
れ
、
採
算
の
見
込

め
る
病
院
建
設
を
目
指
す

と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
日
赤
の
指
定

管
理
に
す
る
こ
と
で
、
湖

北
病
院
を
切
り
捨
て
る
の

で
は
な
い
か
と
不
安
視
さ

れ
る
声
も
あ
る
。
一
体
、

湖
北
病
院
を
ど
う
し
た
い

の
か
問
う
。

答　

経
営
の
一
体
化
に
よ

り
、
湖
北
病
院
を
Ｃ
病
院

︵
回
復
期
・
慢
性
期
︵
一

部
急
性
期
︶︶
と
し
て
位

置
づ
け
、
機
能
を
充
実
さ

せ
長
浜
市
全
体
で
守
っ
て

い
き
ま
す
。

田
中
　
真
浩
　
議
員

（
新
し
い
風
）

北
部
地
域
の
振
興
に
つ
い
て
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一般質問
録画映像QR

個 人 一 般 質 問
問　

滋
賀
県
で
は
、
平

成
25
年
度
か
ら
１
ク
ラ
ス

35
人
ま
で
と
さ
れ
て
い
る

が
、
10
年
の
間
に
生
徒
や

教
員
を
取
り
巻
く
環
境
は

大
き
く
変
化
し
て
い
る
。

教
員
の
心
と
身
体
を
守
る

こ
と
が
子
ど
も
た
ち
の
利

益
に
も
つ
な
が
る
。

　

１
ク
ラ
ス
の
人
数
を
さ

ら
に
減
ら
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
当
局
の
考
え
を
問

う
。

答　

１
ク
ラ
ス
の
人
数

は
、
法
律
に
定
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
が
、
滋
賀
県
で

は
こ
れ
ま
で
か
ら
、
県
独

自
に
﹁
35
人
学
級
制
﹂
を

導
入
し
て
お
り
ま
し
た
。

国
に
お
い
て
も
、
令
和
３

年
の
法
律
改
正
に
よ
り
、

﹁
35
人
学
級
﹂
に
向
け
た

人
的
整
備
が
段
階
的
に
進

め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
こ

と
は
、
教
員
が
健
康
で
生

き
生
き
と
働
く
た
め
の
負

担
軽
減
の
一
助
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

義
務
教
育
の
学
校
に
お

け
る
学
級
の
人
数
に
お
い

て
は
、
法
律
に
よ
っ
て
決

ま
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

国
に
お
い
て
し
っ
か
り
と

議
論
を
し
、
方
向
性
を
示

す
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。 子どもたちと

しっかり向き合える
環境を

村
山
　
さ
お
り
　
議
員（

つ
な
ぐ
長
浜
）

１
ク
ラ
ス
の
人
数
を
減
ら
し

て
よ
り
よ
い
学
校
に

市内で元気に活動中の市民活動団体の皆さん

議会だより表紙を飾りませんか
写真に団体名と、活動内容の紹介等コメント（60文字程度）
を添え、データを市議会事務局（gikai@city.nagahama.
lg.jp）へ 12月１日までに送信ください。２月１日発行号（予
定）に掲載します。

〈注意事項〉
· 未発表のもので、被写体（人物・建物等）の肖像権や撮影対象
関係者の承諾を得たものに限ります。
· 応募作品の公開によるトラブルが生じた場合、応募者の責任及
び負担において、その一切を解決するものとします。
· 営利目的、宗教活動、政治活動、また反社会的団体に関する作
品は応募できません。
· 採用は、議会だよりにふさわしいものを市議会広報広聴委員会
で決定し、著作権は長浜市に帰属します。応募に係る一切の費
用は応募者でご負担ください。

本会議と委員会の様子はイン
ターネットで配信しています。
スマートフォンでも視聴でき
ます。

定例月議会は、3月、6月、9
月、12月に開催します。傍聴
をご希望の方は、会議開催日
に、長浜市役所 6階議会事務
局までお越しください。

議会を生中継で見よう

議会を傍聴しよう

　令和５年８月８日付けで、
押谷與茂嗣議員が市議会議員
を辞職されました。

議員辞職
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11月16日(木)� 定例常任委員会
� � 10時～産業建設常任委員会
� � 13時～健康福祉常任委員会
� � 15時～総務教育常任委員会
11月27日(月)� 12月定例月議会本会議
　　　　　　　　　　　　　　(議案上程、提案説明)
12月��6日(水)� 本会議(質疑、個人一般質問)
12月��7日(木)� 本会議(個人一般質問)
12月��8日(金)� 本会議(個人一般質問)

12月11日(月)� 産業建設常任委員会、予算分科会
12月12日(火)� 健康福祉常任委員会、予算分科会
12月13日(水)� 総務教育常任委員会、予算分科会
12月18日(月)� 予算常任委員会
12月20日(水)� 12月定例月議会本会議
　　　　　　　　　　　　(委員会報告、討論、採決)

※日程は変更される場合があります。このほかにも随時、議会運営委員会等が開催されます。詳しくはホームページまたは議会事務局へご
確認ください。

今後の会議予定（11 月 1 日以降）

次回議会だより
の発行は

2/1を
予定しています。

令和５年９月定例月議会議決結果表

長浜市議会広報広聴委員会
TEL�65-6547

�

■
肌
寒
さ
も
感
じ
ら
れ
、

秋
も
よ
う
や
く
深
ま
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

�

■
長
浜
市
議
会
は
、
病
院

再
編
問
題
で
議
論
の
真
最

中
で
す
。
長
浜
市
の
医
療

に
と
っ
て
何
が
最
適
な
の

か
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
一

緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
誤
っ

た
情
報
、
偏
っ
た
情
報
に

惑
わ
さ
れ
な
い
よ
う
に
、

公
平
、
公
正
な
情
報
の
発

信
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

�

■
ま
た
、
こ
れ
か
ら
長
浜

も
紅
葉
の
季
節
と
な
り
、

ま
も
な
く
見
ご
ろ
を
迎
え

ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
ハ

イ
キ
ン
グ
等
、
健
康
づ
く

り
に
励
み
ま
し
ょ
う
。

 ※ 表内の「○」は賛成、「×」は反対を表します。　 ※ 会派名の「無」は、会派に属さない議員です。　 ※ 議長の中川勇は採決に加わりません。

●賛否の分かれた議案等

●全員一致で可決・認定・同意・可と答申・採択したもの
○市長提出議案（９月4日採決）

番号 件名 付託先委員会
第68号～第72号 田根財産区管理会の委員の選任について -

○諮問（９月4日採決）
番号 件名 付託先委員会

第１号～第13号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて -

○委員会提出議案（９月13日採決）
番号 件名 付託先委員会 番号 件名 付託先委員会
第３号 長浜市議会議員の請負の状況の公表に関する条例の制定について - 第４号 長浜市議会議員政治倫理条例の一部改正について -

○市長提出議案（９月29日採決）
番号 件名 付託先委員会 番号 件名 付託先委員会
第45号 令和５年度長浜市一般会計補正予算（第4号） 予算

第59号 消費税の適格請求書等保存方式（インボイス制度）対応に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について 予算
第46号 令和５年度長浜市国民健康保険特別会計補正予算（第1号） 予算

第47号 令和５年度長浜市介護保険特別会計補正予算（第1号） 予算 第60号 長浜市農業集落排水処理施設条例の一部改正について 産建

第50号 令和４年度長浜市国民健康保険特別会計（直診勘定）歳入歳出決算の認定について 決算 第61号 長浜市道路占用料徴収条例の一部改正について 産建

第53号 令和４年度長浜市休日急患診療所特別会計歳入歳出決算の認定について 決算 第62号 長浜市宿泊観光施設条例の一部改正について 産建

第54号 令和４年度長浜市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について 決算 第63号 工事請負契約の変更について 総教

第55号 令和４年度長浜市病院事業会計決算の認定について 健福 第64号 工事請負契約の変更について 総教

第56号 令和４年度長浜市老人保健施設事業会計決算の認定について 健福 第65号 工事請負契約について 総教

第57号 令和４年度長浜市公共下水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 産建 第66号 財産の取得について 総教

第58号 長浜市死者の情報の取扱いに関する条例の制定について 総教 第67号 市道の路線の認定について 産建

○請願（９月29日採決）
番号 件名 付託先委員会
第9号 ＵＰＺ内の安定ヨウ素剤事前配布（一定要件付き）を求める請願 総教

総教・・総務教育　健福・・健康福祉　産建・・産業建設
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○市長提出議案（９月29日採決）

第48号 令和４年度長浜市一般会計歳入歳出決算の認定について 決算 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - ○ ○ × × × 〇 〇 〇 〇

第49号 令和４年度長浜市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 決算 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - ○ ○ × × × 〇 〇 〇 〇

第51号 令和４年度長浜市後期高齢者医療保険特別会計歳入歳出決算の認定について 決算 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - ○ ○ × × × 〇 〇 〇 〇

第52号 令和４年度長浜市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 決算 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - ○ ○ × × × 〇 〇 〇 〇

〇請願（９月29日採決）

第7号 『現状での指定管理者制度による市立長浜病院・湖北病院の経営一体化への反対』の請願 健福 採択 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 × × × × - × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第8号 病院再編についての請願 健福 採択 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 × × × × - × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第10号 地域医療の確保についての請願 健福 採択 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 × × × × - × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇


